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大
村
和
人
夫
の
蹄
宅
l
南
北
朝
後
期
の
「
羅
敷
古
辞
」
模
擬
作
品
に
つ
い
て
〈
序
章
〉
「
羅
敷
古
僻
」
と
南
北
靭
文
拳
研
究
(
一
)
競
膏
南
北
朝
惰
期
の
「
羅
敷
古
僻
」
の
模
擬
作
品
数
中
関
文
筆
に
お
い
て
桑
摘
み
の
女
性
が
登
場
す
る
作
品
と
言
え
ば
、
羅
敷
を
主
人
公
と
す
る
「
緩
敷
古
島
お
よ
び
秋
胡
と
そ
の
妻
の
故
事
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
「
秋
拐
行
」
と
い
う
梁
府
を
想
起
す
る
人
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
桑
摘
み
を
得
意
と
す
る
美
し
い
「
羅
敷
」
が
「
使
君
」
の
誘
引
を
拒
絶
し
、
夫
自
慢
を
す
る
と
い
う
筋
書
き
を
持
つ
前
者
は
人
々
の
関
心
を
集
め
、
貌
雷
南
北
朝
期
、
中
で
も
南
朝
斉
梁
棟
期
に
数
多
く
の
模
擬
作
が
生
み
だ
さ
れ
た
。
『
梁
府
詩
集
』
に
よ
れ
ば
、
「
羅
敷
古
僻
」
と
そ
の
貌
菅
南
北
朝
隔
期
の
模
擬
作
品
は
延
べ
三
十
七
篇
を
数
え
る
が
、
そ
の
中
で
南
朝
湾
梁
か
ら
惰
ま
で
に
活
躍
し
た
詩
人
の
作
品
は
二
十
八
篇
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
女
性
お
よ
び
関
連
す
る
事
物
を
一
詠
っ
た
「
艶
詩
」
が
大
流
行
し
、
そ
の
代
表
作
品
と
そ
れ
に
影
響
を
輿
え
た
先
行
作
品
を
牧
録
し
た
『
玉
蓋
新
一
詠
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
こ
の
詞
華
集
に
も
「
羅
敷
古
齢
」
と
そ
の
模
擬
作
品
お
よ
び
関
連
作
品
も
少
な
か
ら
ず
牧
録
さ
れ
て
お
附
f
こ
の
一
連
の
築
府
は
南
北
朝
後
期
の
「
艶
詩
」
の
代
表
的
作
品
群
の
一
っ
と
見
倣
せ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
一
濯
の
築
府
の
研
究
も
、
南
北
朝
後
期
の
「
艶
詩
」
の
本
質
の
解
明
に
資
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
会
己
「
羅
敷
古
癖
」
の
構
成
要
素
本
稿
で
南
北
朝
後
期
の
「
羅
敷
古
僻
」
の
模
擬
作
品
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
古
癖
の
内
容
の
構
成
要
素
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
藤
野
岩
友
氏
と
佐
藤
大
志
氏
の
設
に
擦
れ
ば
、
次
の
六
黙
が
奉
げ
ら
れ
る
。
「
日
の
出
と
美
し
い
主
人
公
の
住
む
建
築
物
の
描
寓
」
、
「
女
性
主
人
公
の
美
し
さ
」
、
二
一
「
主
人
公
は
既
婚
」
、
四
五
ム
/¥ 
「
桑
摘
み
」
、
五
「
男
性
に
よ
る
誘
引
と
主
人
公
に
よ
る
拒
絶
」
、
六
「
主
人
公
の
夫
褒
め
」
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
こ
か
ら
五
は
「
秋
胡
行
」
と
も
共
湿
す
る
鮎
で
あ
る
が
、
特
に
後
世
の
人
々
か
ら
注
目
を
浴
び
た
の
が
第
五
鮎
で
あ
る
。
模
擬
作
品
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
、
右
の
六
要
素
の
全
て
を
繕
承
す
る
か
、
取
捨
選
揮
す
る
か
、
あ
る
い
は
新
た
な
要
素
を
追
加
す
る
か
な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
ま
ず
南
北
朝
後
期
の
「
羅
敷
古
僻
」
の
模
擬
作
品
に
焦
貼
を
嘗
て
て
古
僻
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
徴
鮎
を
抽
出
す
る
。
も
し
模
擬
作
品
の
中
に
大
き
な
愛
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
本
稿
で
は
そ
の
直
接
の
淵
源
と
一
意
味
、
更
に
は
饗
更
の
背
景
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。
〈
第
一
章
〉
陳
・
張
正
見
の
「
鑑
歌
行
」
ま
ず
初
め
に
張
正
見
の
「
盤
歌
行
」
を
取
り
上
げ
る
。
張
正
見
、
字
は
見
蹟
の
停
は
『
陳
書
』
巻
三
四
「
文
撃
惇
」
と
『
南
史
』
巻
七
二
る
。
こ
れ
ら
の
史
書
に
よ
れ
ば
、
張
正
見
の
父
、
修
謹
は
嘗
初
北
競
に
仕
え
て
い
た
が
後
に
梁
に
録
順
し
、
正
見
は
十
三
歳
で
時
の
皇
太
子
、
後
の
簡
文
帝
粛
綱
(
西
暦
「
文
曲
学
俸
」
に
牧
録
さ
れ
て
い
五
O
三
|
五
二
に
文
才
を
賞
賛
さ
れ
、
そ
の
文
民
子
集
国
に
属
し
た
。
粛
綱
は
周
知
の
ご
と
く
梁
代
後
期
の
艶
詩
流
行
の
主
導
者
で
あ
る
。
張
正
見
は
侯
景
の
乱
の
後
は
元
帝
粛
鐸
に
、
梁
滅
亡
後
は
陳
に
仕
え
、
徐
陵
や
江
轡
り
と
と
も
に
重
用
さ
れ
わ
r
前
掲
の
史
書
は
陳
の
太
建
年
間
(
五
六
九
|
八
二
に
四
十
九
歳
で
逝
去
と
記
し
て
い
る
の
で
生
年
は
梁
中
期
(
五
二
O
l三
O
)
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
議
綱
の
文
出
場
干
集
園
に
加
わ
っ
た
の
は
梁
後
期
に
嘗
た
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
作
品
全
文
を
見
て
み
よ
う
。
「
城
隅
上
朝
日
、
斜
眼
照
杏
梁
。
併
巻
莱
英
帳
、
争
移
務
翠
林
。
紫
雲
柳
向
属
、
梯
鏡
且
調
敗
。
裁
金
作
小
磨
、
散
寮
起
微
黄
。
二
八
秦
棲
婦
、
三
十
侍
中
部
。
執
戟
超
丹
地
、
豊
紹
入
建
章
。
未
安
文
史
閥
、
濁
結
少
年
場
。
轡
『
弧
貫
葉
影
、
同
学
剣
動
星
芭
。
翠
蓋
飛
城
曲
、
金
鞍
横
道
傍
。
調
鷹
向
新
市
、
弾
雀
往
錐
陽
。
行
行
梢
有
極
、
暮
暮
競
蘭
房
。
前
謄
富
羅
続
、
左
顧
足
鴛
驚
。
蓮
箭
千
葉
気
、
燈
吐
百
枝
光
。
満
酌
胡
姫
酒
、
多
焼
萄
令
香
。
不
出
品
千
幽
閏
妾
、
生
離
怨
採
桑
(
城
隅
よ
り
朝
日
上
り
、
斜
峰
は
杏
梁
を
照
ら
す
。
併
び
に
品
甘
く
菜
英
の
帳
、
争
い
て
移
る
務
翠
の
林
。
髪
を
紫
い
柳
か
痛
に
向
か
い
、
鏡
を
梯
い
て
豆
く
帖
酬
を
調
す
。
金
を
裁
ち
て
小
厭
置
を
作
し
、
豪
を
散
じ
て
微
黄
を
起
こ
す
。
二
八
秦
楼
の
婦
、
三
十
侍
中
部
。
戟
を
執
り
て
丹
地
を
超
え
、
豊
紹
建
章
に
入
る
。
未
だ
文
史
の
閣
に
安
ん
ぜ
ず
、
濁
り
結
ぶ
少
年
の
場
。
弧
を
脅
き
て
葉
影
を
貫
き
、
剣
を
曲
学
、
び
て
星
芭
を
動
か
す
。
翠
蓋
を
城
曲
に
飛
ば
し
、
金
鞍
は
遁
傍
を
横
ぎ
る
。
鷹
を
調
え
新
市
に
向
か
い
、
雀
を
弾
き
て
雄
陽
に
往
く
。
行
き
行
き
て
稿
く
極
ま
る
こ
と
有
り
、
暮
暮
蘭
房
に
踊
る
。
前
を
陰
れ
ば
羅
締
富
み
、
左
を
顧
れ
ば
鴛
鷲
足
る
。
蓮
は
箭
ぶ
千
葉
の
気
、
燈
は
吐
く
百
枝
の
光
。
満
酌
す
胡
姫
の
酒
、
多
く
焼
く
萄
令
の
香
。
向
学
、
は
ず
幽
間
の
妾
の
、
生
離
し
怨
み
て
桑
を
採
る
を
)
」
(
『
梁
府
詩
集
』
四
一
八
頁
，
巻
二
八
)
七
張
正
見
の
右
の
作
品
は
「
羅
敷
古
僻
」
の
冒
頭
を
踏
襲
し
た
「
城
隅
上
朝
日
、
斜
曙
照
杏
梁
」
と
い
う
二
句
で
始
ま
っ
て
お
り
、
女
性
の
部
屋
の
調
度
と
彼
女
の
美
し
さ
を
描
寓
し
た
あ
と
、
更
に
九
・
十
句
で
「
二
八
秦
棲
婦
、
三
十
侍
中
郎
」
と
い
う
「
羅
敷
古
僻
」
の
羅
敷
と
そ
の
夫
の
経
歴
を
述
べ
た
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
二
十
句
ま
で
は
夫
の
容
姿
や
言
動
が
描
か
れ
、
南
北
朝
時
代
に
好
ま
れ
た
「
豪
侠
」
と
し
て
の
性
格
付
け
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
「
羅
敷
古
僻
」
の
十
一
旬
以
降
、
第
一
二
一
、
三
、
六
の
要
素
と
共
通
す
る
。
こ
の
模
擬
作
品
の
最
大
の
特
徴
は
、
「
行
行
」
以
降
で
妻
が
待
つ
「
蘭
房
」
に
夫
が
腸
宅
す
る
場
面
で
あ
る
。
「
蘭
房
」
は
庚
義
で
部
屋
の
美
稀
で
あ
る
が
、
狭
義
で
妻
の
居
室
を
指
す
場
合
も
あ
り
、
右
の
例
も
後
者
で
あ
ろ
う
。
こ
の
夫
の
蹄
宅
と
い
う
要
素
は
古
僻
に
見
ら
れ
な
い
。
夫
の
録
宅
後
の
邸
宅
内
を
描
潟
し
た
「
前
陪
富
羅
椅
、
左
顧
足
鴛
驚
」
二
句
で
は
、
古
僻
「
相
逢
行
」
中
の
「
兄
弟
」
が
賜
る
豪
邸
の
描
腐
の
語
と
表
現
を
用
い
て
い
る
。
古
僻
「
相
逢
行
」
の
嘗
該
部
分
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
「
兄
弟
爾
三
人
、
中
子
矯
侍
郎
ロ
五
日
一
来
鶴
、
道
上
自
生
光
。
黄
金
絡
馬
頭
、
観
者
満
路
傍
。
入
門
時
左
顧
、
但
見
隻
鴛
鴛
。
鴛
鴛
七
十
二
、
羅
列
自
成
行
。
一
音
聾
何
嘘
味
、
鶴
鳴
東
西
廟
。
大
婦
織
羅
締
、
中
婦
織
流
黄
。
小
婦
無
所
作
、
挟
惹
上
高
堂
。
丈
人
E
安
坐
、
調
絃
未
逮
央
」
(
『
玉
蓋
新
諒
筆
注
』
九
|
一
一
頁
、
巻
一
)
こ
れ
は
作
品
の
後
宇
部
で
あ
る
。
兄
弟
は
三
人
い
て
、
次
子
は
侍
郎
の
官
職
を
得
て
い
る
。
彼
ら
が
五
日
に
一
同
師
宅
す
る
際
に
は
道
に
光
が
溢
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
の
乗
る
馬
は
頭
に
黄
金
の
飾
り
を
纏
っ
て
お
り
、
彼
ら
を
見
ょ
う
と
道
は
野
次
馬
で
ご
っ
た
返
す
。
さ
て
、
彼
ら
が
屋
敷
の
門
に
入
っ
て
左
を
見
る
と
つ
が
い
の
鴛
鴛
が
見
え
る
。
鴛
鴛
の
敷
は
七
十
二
期
制
、
並
ん
で
列
を
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
温
和
な
鳴
き
撃
が
し
た
か
と
思
え
ば
、
鶴
が
東
西
の
建
物
の
と
こ
ろ
で
鳴
い
て
い
る
。
こ
れ
以
降
は
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
の
妻
が
男
に
仕
え
る
様
子
を
描
寓
し
て
い
る
が
、
長
男
の
妻
が
「
羅
縞
」
を
織
っ
て
い
る
と
す
る
。
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
と
そ
れ
を
踏
襲
し
た
後
世
の
模
擬
作
品
は
様
々
な
吉
祥
的
モ
チ
ー
フ
を
盛
り
込
み
、
貴
闘
糊
の
一
家
の
幸
福
な
姿
を
象
徴
的
に
描
い
て
い
る
。
張
正
見
の
作
品
は
こ
の
中
か
ら
「
鴛
鴛
」
と
「
羅
締
」
の
句
の
語
と
表
現
を
用
い
て
い
る
。
後
者
は
古
僻
「
相
逢
行
」
で
「
大
婦
」
が
織
る
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
が
、
美
女
の
衣
服
を
指
す
場
合
も
あ
り
、
張
正
見
の
作
品
で
は
家
妓
た
ち
を
指
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
句
は
腸
宅
し
た
夫
を
歓
待
す
る
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
前
者
の
「
鴛
鴛
」
は
周
知
の
ご
と
く
夫
婦
国
満
を
象
徴
す
る
語
で
あ
る
。
ま
た
、
耳
目
・
侍
玄
の
「
歴
九
秋
篇
董
逃
行
」
が
「
捕
弱
手
今
金
環
、
上
遊
飛
簡
雲
開
。
穆
若
鴛
鳳
隻
輔
閥
、
還
幸
蘭
房
白
安
(
弱
手
の
金
環
せ
る
を
捕
え
、
上
に
飛
閣
の
雲
間
に
あ
る
に
遊
ぶ
。
穆
ま
じ
き
こ
と
鴛
鳳
隻
驚
の
若
く
、
還
た
蘭
房
に
幸
し
自
ら
安
ん
ず
)
」
(
『
玉
蓋
新
一
諒
一
筆
注
』
四
O
二
頁
、
巻
九
)
と
一
諒
っ
て
夫
婦
の
仲
が
睦
ま
じ
い
こ
と
を
「
鴛
驚
や
鳳
風
、
つ
が
い
の
鷲
の
よ
う
だ
」
と
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
「
蘭
房
」
に
戻
っ
て
安
息
す
る
と
描
い
て
い
る
鮎
も
右
の
張
正
見
の
句
の
先
行
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
右
の
よ
う
に
、
張
正
見
の
作
品
の
「
行
行
」
か
ら
「
羅
締
」
ま
で
の
句
は
古
館
「
相
逢
行
」
の
兄
弟
の
腸
宅
の
場
面
に
侍
玄
の
作
品
中
の
表
現
を
交
え
て
夫
の
賜
宅
と
彼
へ
の
饗
慮
を
描
き
、
夫
婦
国
満
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
と
解
緯
八
さ
れ
る
。
次
の
「
蓮
」
句
と
「
燈
」
句
は
数
射
が
用
い
ら
れ
た
情
景
描
寝
の
よ
う
に
見
え
る
。
後
者
の
「
燈
吐
百
枝
光
」
句
は
注
(
9
)
で
奉
げ
た
別
稿
第
三
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
斜
行
」
の
梁
代
の
模
擬
作
品
に
お
い
て
「
三
婦
」
の
夫
「
三
子
」
が
腸
宅
す
る
場
面
に
も
こ
れ
と
酷
似
し
た
句
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
も
と
も
と
宗
廟
歌
や
郊
紀
歌
の
組
曲
の
降
神
歌
に
お
い
て
紳
霊
を
迎
え
る
場
面
に
見
ら
れ
る
語
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
前
者
の
「
蓮
」
の
句
そ
の
ま
ま
の
先
行
例
は
現
行
作
品
の
中
か
ら
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
『
楚
僻
』
「
招
魂
」
で
霊
魂
を
迎
え
る
宮
殿
内
の
庭
園
の
描
寓
に
「
芙
蓉
始
設
、
雑
斐
荷
比
一
ご
と
あ
り
、
そ
れ
に
お
し
て
王
逸
注
は
「
芙
蓉
、
蓮
華
也
」
と
注
す
お
r
南
朝
時
代
に
「
蓮
」
は
好
ん
で
捕
か
れ
た
が
、
張
正
見
の
迎
え
る
吉
祥
的
景
物
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
蓮
」
の
句
は
、
「
燈
吐
」
の
句
の
劉
で
あ
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
夫
の
蹄
宅
を
注
(
9
)
の
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
降
紳
儀
雄
と
は
、
祖
先
祭
杷
で
は
祖
霊
を
、
郊
紀
で
は
天
地
紳
を
現
世
の
祭
紀
の
場
に
降
臨
さ
せ
饗
癒
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
招
魂
儀
躍
は
死
者
ま
た
は
死
な
ん
と
す
る
者
の
魂
塊
を
現
世
に
呼
び
戻
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
雨
者
と
も
霊
魂
を
降
臨
さ
せ
饗
暗
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
祭
杷
す
る
側
の
幸
福
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
駄
で
は
共
通
す
る
。
祭
把
の
手
順
は
鵡
経
に
記
さ
れ
、
祭
記
歌
は
各
史
書
の
「
楽
士
山
」
に
牧
録
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
知
識
人
の
聞
で
は
そ
の
内
容
や
表
現
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。
張
正
見
の
「
蓮
」
二
句
は
郊
犯
組
曲
中
の
降
神
歌
や
「
招
魂
」
の
紳
霊
を
迎
え
る
場
面
に
見
え
た
景
物
な
ど
を
用
い
、
夫
の
競
宅
に
降
紳
儀
謹
や
招
魂
儀
趨
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幸
福
の
獲
得
を
重
層
的
に
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
「
満
酌
」
二
句
は
典
故
を
用
い
て
夫
妻
の
私
宴
を
描
き
、
夫
婦
の
幸
福
を
象
徴
さ
せ
て
い
る
と
解
嗣
押
さ
れ
る
。
「
満
酌
」
は
杯
に
な
み
な
み
と
沼
を
注
ぐ
こ
と
。
梁
・
徐
君
傍
「
初
春
捕
内
人
行
戯
」
で
「
内
人
」
と
一
初
春
の
私
宴
を
催
す
場
面
で
「
満
酌
蘭
英
酒
、
制
剖
此
得
娯
紳
〈
満
酌
す
蘭
英
の
酒
、
此
れ
に
封
し
て
紳
を
娯
し
ま
す
を
得
た
り
)
」
(
『
玉
肇
新
一
諒
築
注
』
一
二
四
三
頁
、
谷
八
)
と
一
詠
い
、
夫
婦
仲
の
睦
ま
じ
き
を
象
徴
的
に
描
い
て
い
る
。
張
正
見
の
作
品
で
注
が
れ
て
い
る
の
は
「
胡
姫
酒
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
漢
・
辛
延
年
「
羽
林
郎
」
「
胡
姫
年
十
五
、
春
日
濁
嘗
埴
(
胡
姫
は
年
十
五
、
春
日
濁
り
塘
に
営
た
る
と
(
『
玉
肇
新
一
詠
築
注
』
二
四
頁
、
巻
二
に
由
来
す
る
。
「
萄
令
香
」
は
『
太
卒
御
覧
』
が
引
用
す
る
習
撃
歯
『
嚢
陽
記
』
の
記
事
、
「
萄
令
君
至
人
家
、
坐
慮
三
日
香
(
萄
令
君
人
家
に
至
れ
ば
、
坐
り
し
慮
は
三
日
香
れ
り
)
」
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
萄
令
君
」
は
曹
操
の
参
謀
で
角
書
令
に
任
じ
ら
れ
、
美
男
子
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た
萄
議
を
指
す
。
右
の
『
裏
陽
記
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
萄
裁
が
人
を
訪
問
す
れ
ば
、
彼
が
坐
っ
た
所
に
三
日
聞
は
芳
し
い
香
り
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
夫
の
鴎
宅
と
は
や
や
異
な
る
が
、
男
性
の
到
来
と
見
れ
ば
、
共
通
す
る
鮎
は
認
め
ら
れ
る
。
張
正
見
の
こ
の
作
品
で
香
を
焚
く
こ
と
は
、
個
師
宅
し
た
夫
を
饗
臆
す
る
た
め
で
あ
る
と
解
担
押
さ
れ
る
。
張
正
見
は
こ
の
部
分
ま
で
に
夫
婦
の
幸
福
な
姿
を
措
き
、
末
二
句
で
は
夫
と
生
き
別
れ
た
こ
と
を
悲
し
み
な
が
ら
桑
を
採
る
よ
う
な
「
幽
聞
の
妾
」
の
員
似
は
し
た
く
な
つ
ま
り
、
張
正
見
の
「
艶
歌
行
」
の
特
徴
貼
い
と
述
べ
、
そ
れ
ま
で
に
描
か
れ
た
幸
福
を
強
調
し
て
作
品
を
締
め
く
く
る
。
こ
の
土
木
句
は
古
齢
の
第
四
の
要
素
の
饗
奏
と
言
え
る
が
、
南
朝
期
に
新
た
に
登
場
し
た
悲
傷
す
る
桑
摘
み
の
女
性
像
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」
の
よ
う
に
、
張
正
見
の
「
羅
敷
古
僻
」
の
模
擬
作
品
に
は
古
献
の
最
も
特
徴
的
だ
っ
た
第
五
の
要
素
が
見
ら
れ
ず
、
代
わ
り
に
古
僻
で
直
接
は
登
場
し
な
か
っ
た
主
人
公
の
夫
の
鋳
宅
と
い
う
新
た
な
要
素
を
揺
入
し
、
更
に
「
相
逢
行
」
の
子
の
腸
宅
の
場
面
の
表
現
も
用
い
て
、
主
人
公
夫
婦
の
幸
福
な
姿
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
貌
晋
南
北
朝
時
代
に
模
擬
作
品
が
最
も
多
く
制
作
さ
れ
た
「
相
逢
行
」
と
「
羅
敷
古
僻
」
の
二
大
柴
府
が
張
正
見
「
艶
歌
行
」
に
至
っ
て
融
合
し
た
。
張
正
見
の
作
品
の
こ
れ
ら
の
特
徴
は
彼
の
濁
創
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
或
い
は
そ
う
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
こ
の
「
羅
敷
古
餅
」
模
擬
作
品
の
テ
l
マ
の
獲
更
の
背
景
に
何
が
あ
る
の
か
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
〈
第
二
章
〉
南
朝
梁
・
粛
綱
の
「
盤
歌
篇
十
八
頭
」
と
沈
約
「
日
出
東
南
隅
行
」
(
一
)
粛
綱
の
「
踏
歌
篇
十
八
韻
」
張
正
見
の
「
盤
歌
行
」
が
い
つ
制
作
さ
れ
た
の
か
を
明
示
す
る
資
料
は
現
存
し
て
い
な
い
。
前
述
の
ご
と
く
彼
が
死
去
し
た
の
は
陳
の
太
建
年
開
で
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
か
ら
嘗
時
皇
太
子
だ
っ
た
陳
叔
賓
が
文
皐
活
動
を
開
始
し
た
と
い
h
r
陳
叔
賓
と
言
え
ば
陳
の
最
後
の
皇
帝
で
あ
り
、
陳
代
の
艶
詩
の
代
表
的
詩
人
か
つ
文
拳
集
圏
の
領
袖
だ
が
、
『
陳
書
』
「
挑
察
傍
」
と
「
顧
野
王
侍
」
が
記
録
す
る
、
皇
太
子
時
代
の
陳
叔
賓
の
文
事
集
圏
の
メ
ン
バ
ー
に
張
正
見
の
名
は
見
え
な
い
。
も
し
張
正
見
ほ
ど
の
人
物
が
参
加
し
て
い
た
と
す
れ
ば
史
書
に
明
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
現
存
し
て
い
る
陳
後
主
の
は
異
な
り
、
夫
の
帰
宅
の
モ
チ
ー
フ
や
「
相
逢
行
」
中
の
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
他
の
陳
代
詩
人
の
作
も
同
様
で
あ
る
。
「
羅
敷
古
僻
」
模
擬
作
品
は
張
正
見
の
も
の
と
に
陳
代
詩
人
の
模
擬
作
品
か
ら
の
影
響
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
張
正
見
の
作
品
が
、
後
竿
生
に
仕
え
た
王
朝
で
の
文
撃
活
動
か
ら
の
影
響
に
因
る
可
能
性
が
低
い
の
で
あ
れ
ば
、
彼
の
前
牢
生
の
文
曲
学
活
動
で
受
け
た
影
響
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
(
9
)
の
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に
、
「
相
逢
行
」
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
す
る
梁
府
の
古
鮮
系
模
擬
作
品
の
制
作
が
梁
代
に
大
流
行
し
た
が
、
そ
の
流
行
の
中
心
は
梁
武
帝
粛
街
と
太
子
粛
綱
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
、
張
正
見
は
粛
綱
の
文
事
集
固
に
所
属
し
て
い
た
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
張
正
見
の
「
羅
敷
古
僻
」
模
擬
作
品
の
特
徴
が
、
粛
綱
に
倣
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
九
。
こ
の
仮
設
の
嘗
否
を
検
討
す
る
た
め
に
、
次
に
粛
綱
の
「
盤
歌
篇
十
八
韻
(
以
下
、
賂
歌
篇
と
略
す
)
」
を
取
り
上
げ
h
r
そ
れ
で
は
全
文
を
見
て
み
よ
う
。
「
凌
震
光
景
麗
、
信
女
鳳
楼
中
。
前
謄
削
成
小
、
傍
望
巻
腔
空
。
分
敗
開
浅
唇
、
繰
験
侍
斜
紅
。
張
琴
未
調
診
、
歌
吹
不
全
絡
。
自
知
心
所
愛
、
出
入
仕
秦
宮
。
誰
言
連
予
屈
、
更
是
莫
数
遇
。
軽
紹
綴
息
蓋
、
飛
轡
蝶
雲
勝
。
金
鞍
障
繋
尾
、
街
瑛
映
纏
駿
。
え
鍍
剤
山
玉
、
剣
飾
丹
陽
銅
。
左
把
蘇
合
弾
、
傍
持
大
屈
弓
。
接
弦
因
鵠
血
、
挽
強
用
牛
蛾
。
半
、
強
多
登
陣
、
酎
歌
毎
入
園
E
o
輝
陣
隠
落
日
、
舟
舟
濯
房
様
。
鐙
生
陽
燈
火
、
塵
散
鯉
魚
風
。
流
蘇
時
下
帳
、
象
歯
車
復
籍
筒
。
霧
一
暗
箇
前
柳
、
寒
疎
井
上
桐
。
女
譲
託
松
際
、
甘
瓜
蔓
井
束
。
拳
拳
侍
君
寵
、
歳
暮
望
無
窮
(
凌
震
に
光
景
麗
な
り
、
但
女
は
鳳
棲
の
中
に
あ
り
。
前
よ
り
陪
れ
ば
削
り
成
し
て
小
に
、
傍
ら
よ
り
望
め
ば
巻
経
は
空
し
。
般
を
分
か
ち
て
浅
醤
に
関
え
、
験
を
繰
り
て
斜
紅
を
侍
く
。
琴
を
張
り
て
未
だ
杉
を
調
え
ず
、
歌
吹
全
く
は
終
ら
ず
。
自
ら
知
る
心
の
愛
す
る
所
、
出
入
し
て
秦
宮
に
仕
う
る
を
。
誰
か
言
う
連
予
に
屈
す
と
、
更
に
是
れ
莫
款
と
遁
ず
。
軽
轄
に
息
蓋
綴
り
、
轡
を
飛
ば
し
て
雲
聴
を
蝶
す
。
金
鞍
に
繋
尾
随
ぃ
、
街
礁
は
纏
駿
に
映
ず
。
文
に
は
剤
山
の
玉
を
鍍
め
、
剣
に
は
丹
陽
の
銅
を
飾
る
。
左
に
把
る
蘇
合
の
弾
、
傍
ら
に
持
す
大
屈
の
弓
。
弦
を
控
く
に
鵠
血
に
因
り
、
強
を
挽
く
に
牛
蛾
を
用
う
。
半
、
猟
多
く
障
に
登
り
、
酎
歌
毎
に
豊
に
入
る
。
晦
障
と
し
て
落
日
隠
れ
、
舟
舟
と
し
て
房
様
に
還
る
。
鐙
に
陽
燐
火
生
じ
、
塵
は
鯉
魚
風
に
散
ず
。
流
蘇
は
時
に
帳
よ
り
下
ろ
し
、
象
箪
は
復
た
筒
に
臨
む
。
霧
に
一
陪
し
窟
前
の
柳
、
寒
に
疎
し
井
上
の
桐
。
女
譲
は
松
際
に
託
し
、
甘
瓜
は
井
東
に
蔓
す
。
拳
《却ザ
拳
と
し
て
君
が
寵
を
侍
む
、
歳
暮
に
は
望
み
窮
ま
る
無
し
)
」
早
朝
の
麗
ら
か
な
陽
光
が
照
ら
す
「
鳳
楼
」
に
女
性
が
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
冒
頭
二
句
は
「
羅
敷
古
辞
」
の
構
成
要
素
の
第
一
鮎
に
相
嘗
す
る
。
次
に
彼
女
の
容
姿
を
描
寓
す
る
第
三
句
「
前
膳
」
か
ら
第
六
句
「
縫
険
」
は
第
二
貼
に
、
彼
女
の
愛
す
る
男
性
を
描
寓
す
る
第
九
句
「
自
知
」
か
ら
第
二
十
四
句
「
樹
歌
」
ま
で
は
第
六
鮎
に
相
に
由
来
す
る
。
更
に
「
女
譲
」
の
夫
の
描
薦
、
「
青
称
繋
馬
尾
、
黄
金
絡
馬
頭
」
二
句
で
夫
婦
を
指
す
興
的
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
男
性
は
主
人
公
の
夫
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
は
呉
兆
宜
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
羅
敷
古
僻
」
嘗
す
る
と
解
輯
拝
さ
れ
る
。
こ
の
男
性
の
騎
馬
の
摘
潟
、
「
金
鞍
随
繋
尾
」
そ
し
て
第
二
十
五
句
「
晦
晦
隠
落
日
」
以
降
で
そ
の
夫
の
跨
宅
を
描
い
て
い
る
。
第
二
十
六
句
目
~
房
様
」
の
「
様
」
に
つ
い
て
『
説
文
解
字
』
は
「
櫨
也
」
と
説
明
し
、
An〕
段
玉
裁
注
が
「
様
、
房
室
之
疏
也
(
様
、
房
室
の
疏
な
れ
勾
」
と
解
説
し
て
い
る
と
お
り
狭
義
で
は
部
屋
の
箇
を
指
す
が
、
庚
義
で
夫
婦
の
居
室
全
健
を
一
意
味
す
る
。
従
つ
て
、
第
二
十
七
句
か
ら
第
三
十
二
句
目
ま
で
は
、
表
面
上
は
「
房
様
」
の
あ
る
内
部
と
居
室
の
周
園
の
情
景
の
描
潟
と
解
轄
で
き
る
。
こ
の
部
分
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
「
楊
燐
火
」
が
燈
火
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
勲
で
あ
る
。
こ
れ
は
凹
面
鏡
を
用
い
て
太
陽
か
ら
採
っ
た
火
を
指
し
、
現
存
す
る
先
秦
抽
盟
国
南
北
朝
時
代
の
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
語
で
あ
る
が
、
『
周
趨
』
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
祭
杷
で
紳
霊
へ
の
供
物
を
照
ら
す
燈
火
で
あ
る
。
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
祭
杷
歌
で
神
霊
を
迎
え
る
場
面
に
登
場
す
る
燈
火
の
モ
チ
ー
フ
は
張
正
見
の
作
品
に
見
ら
れ
た
。
粛
綱
の
こ
の
作
品
で
も
「
陽
陣
地
火
」
と
い
う
珍
し
い
語
を
用
い
て
夫
の
腸
宅
を
迎
え
る
舞
牽
を
設
え
、
祭
紀
に
お
け
る
神
霊
の
降
臨
と
饗
膝
の
場
面
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
夫
婦
の
幸
福
の
獲
得
を
重
屠
的
に
曹
叡
の
用
例
で
は
限
り
あ
る
人
命
に
到
し
て
、
天
地
は
、
一
水
遠
に
不
獲
で
あ
る
と
い
う
。
後
者
の
成
公
綴
の
「
正
旦
大
曾
行
誼
歌
」
の
句
は
元
且
の
宴
の
儀
謹
歌
で
あ
り
、
E
日
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
、
「
流
蘇
」
と
は
惟
帳
な
ど
に
付
け
る
五
色
の
羽
仲
間
り
で
あ
h
「
「
象
筆
」
は
象
牙
で
編
ん
だ
敷
物
で
呉
地
方
の
名
品
を
指
ね
r
第
三
十
三
・
三
十
四
句
は
注
(
幻
)
に
述
べ
た
よ
う
に
新
婚
夫
婦
の
仲
睦
ま
じ
き
の
輿
的
表
現
で
あ
り
、
末
二
句
は
女
主
人
公
が
夫
に
釣
し
て
敬
愛
の
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
老
年
ま
で
幸
福
が
績
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
言
祝
ぐ
。
「
拳
拳
」
と
い
う
語
は
粛
綱
の
こ
の
作
品
で
は
、
夫
か
ら
の
情
愛
に
劃
す
る
主
人
公
の
感
謝
と
夫
へ
の
A
n
)
A
m
)
 
敬
意
を
述
べ
て
い
る
と
解
縛
さ
れ
る
。
「
歳
暮
」
は
年
の
暮
れ
。
第
二
十
八
句
の
「
鯉
魚
風
」
は
醤
暦
九
月
こ
ろ
に
吹
く
風
を
指
し
、
第
三
十
一
句
「
霧
暗
箇
前
柳
」
は
気
候
が
寒
冷
で
あ
る
こ
と
を
描
宙
局
す
る
。
つ
ま
り
「
鐙
生
」
旬
以
降
の
六
句
は
、
祭
杷
に
見
ら
れ
る
景
物
も
交
え
て
夫
の
腸
宅
を
迎
え
る
舞
喜
一
を
設
え
な
が
ら
、
同
時
に
秋
の
屋
内
外
の
風
景
を
描
い
て
末
尾
の
「
歳
暮
」
二
句
の
伏
線
の
機
能
を
も
果
た
し
て
い
る
。
末
句
の
「
無
窮
」
と
い
う
語
は
何
ら
か
の
献
態
や
動
作
の
永
績
を
意
味
す
る
が
、
粛
綱
以
前
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。
-
貌
・
明
重
量
「
月
重
輸
行
」
「
天
地
無
窮
、
人
命
有
終
(
天
地
は
窮
ま
る
こ
と
無
く
、
人
命
は
終
わ
る
こ
と
有
弘
」
-
膏
・
成
公
緩
「
正
旦
大
舎
行
雄
歌
」
「
至
治
哉
、
梁
無
窮
(
至
治
な
る
か
な
、
築
窮
ま
る
こ
と
無
し
)
」
(
『
柴
府
詩
集
』
一
九
一
頁
、
巻
二
ニ
)
の
治
世
を
讃
え
、
そ
の
繁
築
が
永
遠
に
績
く
こ
と
を
言
祝
ぐ
祝
辞
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
議
綱
以
前
の
用
例
に
見
ら
れ
る
「
無
窮
」
と
い
う
語
は
天
地
の
よ
う
な
永
遠
不
饗
の
も
の
に
射
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、
儀
躍
歌
中
の
祝
鮮
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
法
(
9
)
の
別
稿
第
五
章
で
も
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に
、
同
種
の
永
遠
を
言
祝
ぐ
表
現
と
し
て
「
梁
未
央
(
染
未
だ
舟
き
ず
)
」
と
い
う
祝
鮮
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
祭
記
歌
や
儀
鵡
歌
に
頻
出
す
る
祝
僻
に
由
来
し
、
「
相
逢
行
」
や
「
白
紳
舞
歌
」
な
ど
の
南
北
朝
時
代
の
艶
詩
で
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
。
他
に
薪
綱
は
「
京
洛
篇
」
で
長
安
と
洛
陽
の
描
潟
や
関
係
す
る
故
事
を
借
り
て
梁
の
都
建
康
の
栄
華
の
永
績
を
言
嗣
ぐ
が
、
そ
の
末
句
「
惟
此
雨
京
盛
、
数
宴
遂
無
窮
(
惟
れ
此
れ
南
京
の
盛
、
歓
宴
遂
に
窮
ま
る
こ
と
無
し
)
」
に
も
「
無
窮
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る。
以
上
の
よ
う
に
、
驚
綱
の
作
品
は
「
羅
敷
古
齢
」
と
共
通
す
る
要
素
が
少
な
く
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
古
鮮
の
最
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
羅
敷
と
使
君
の
や
り
と
り
に
相
嘗
す
る
第
五
の
要
素
は
採
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
射
し
て
古
鮮
で
寅
際
に
は
登
場
し
な
か
っ
た
羅
敷
の
夫
に
相
嘗
す
る
人
物
を
作
品
後
宇
部
で
競
宅
さ
せ
、
祭
杷
の
降
紳
儀
稽
な
ど
に
見
ら
れ
た
景
物
な
ど
も
交
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
夫
の
婦
宅
の
舞
蓋
を
設
え
、
荘
重
な
祝
辞
も
用
い
て
夫
婦
の
永
遠
の
幸
福
の
獲
得
を
象
徴
的
か
つ
重
層
的
に
描
い
て
い
る
。
こ
の
手
法
は
別
稿
で
取
り
上
げ
た
「
相
逢
行
」
の
梁
代
の
模
擬
作
品
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
り
、
家
族
の
幸
福
を
テ
!
マ
と
す
る
「
相
逢
行
」
に
接
近
し
て
い
る
と
い
う
貼
で
、
張
正
見
の
作
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
遡
っ
て
、
粛
綱
以
前
の
詩
人
の
「
羅
敷
古
僻
」
模
擬
作
品
の
一
例
と
し
て
、
次
に
南
朝
梁
・
沈
約
(
四
四
一
l
l五
二
ニ
)
の
「
日
出
東
南
隅
行
」
を
見
て
み
よ
う
。
会
一
)
沈
約
「
日
出
東
南
隅
行
」
と
粛
綱
「
魅
歌
篇
」
の
比
較
「
朝
日
出
部
邸
、
照
我
叢
牽
端
。
中
有
傾
図
鑑
、
顧
影
織
羅
航
。
延
躯
似
織
約
、
遺
視
若
同
濁
。
洛
女
映
屠
続
、
金
服
舷
彫
策
。
幸
有
同
匡
好
、
西
仕
服
秦
官
。
賓
剣
垂
玉
貝
、
汗
馬
飾
金
鞍
。
祭
場
類
蒋
雲
、
逸
按
似
騰
驚
。
羅
衣
夕
解
帯
、
玉
叙
暮
垂
冠
(
朝
日
榔
鄭
よ
り
出
づ
、
我
が
叢
蓋
の
端
を
照
ら
す
。
中
に
傾
図
の
艶
有
り
、
影
を
顧
み
て
羅
紘
を
織
る
。
延
躯
す
れ
ば
繊
約
に
似
、
遺
硯
す
れ
ば
同
澗
の
若
し
。
瑳
女
は
屠
締
に
映
じ
、
金
服
は
彫
融
市
に
絃
く
。
幸
に
同
匡
の
好
有
り
、
西
の
か
た
仕
え
て
秦
官
に
服
す
。
賓
剣
よ
り
玉
貝
垂
れ
、
汗
馬
に
金
鞍
を
飾
る
。
場
を
祭
る
こ
と
縛
雲
に
類
し
、
逸
く
控
く
こ
と
騰
驚
に
似
る
。
羅
衣
タ
に
帯
を
解
き
、
玉
叙
暮
〔
認
〕
に
冠
に
垂
る
)
」
冒
頭
二
句
は
越
の
都
、
協
郎
に
出
た
朝
日
が
語
り
手
の
住
む
「
叢
肇
」
の
構
成
要
素
の
第
一
鮎
に
、
第
三
句
か
ら
第
八
句
ま
で
は
古
僻
の
構
成
要
素
の
第
二
貼
に
相
嘗
す
る
。
次
の
第
九
句
か
ら
第
十
四
句
ま
で
は
主
人
公
の
夫
の
描
潟
と
考
え
ら
れ
h
r
こ
の
部
分
は
古
癖
の
構
成
要
素
の
第
六
鮎
に
の
「
端
」
を
照
ら
す
と
い
い
、
「
羅
敷
古
僻
」
相
嘗
す
る
。
第
十
五
句
の
「
羅
衣
夕
解
帯
」
は
、
夫
婦
の
幸
福
を
言
祝
ぐ
張
衡
「
同
聾
歌
」
の
新
婚
夫
婦
の
初
夜
の
場
面
「
衣
解
巾
粉
御
(
衣
解
か
れ
て
巾
粉
を
御
す
)
」
(
『
玉
蔓
新
一
詠
一
築
注
』
二
九
頁
、
巻
二
を
典
故
と
し
、
沈
約
の
末
句
の
「
玉
叙
」
が
主
人
公
の
装
飾
品
、
「
冠
」
が
彼
女
の
夫
の
も
の
と
す
れ
ば
、
末
二
句
は
夫
婦
の
営
み
を
描
寓
し
て
でい
奉る
げと
た解
佐稗
藤で
大き
志る
最古
掲能
書に
がは
既こ
にの
論要
じ素
ても
し冶 '正
るい
よ
つ
羅
敷
古
菌宇
の
構
成
要
素
の
第
て
二
、
六
貼
や
そ
の
他
の
何
鮎
か
の
表
現
や
設
定
に
お
い
て
は
、
確
か
に
沈
約
と
議
綱
の
模
擬
作
品
は
古
鮮
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
h
r
補
足
す
れ
ば
、
古
齢
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
た
第
五
駄
が
沈
約
の
こ
注
(
l
)
の
模
擬
作
品
に
も
な
く
、
末
二
句
で
夫
婦
の
営
み
を
開
接
的
に
描
き
、
作
品
全
健
と
し
て
は
、
意
綱
の
作
と
同
様
に
夫
婦
の
幸
福
を
描
く
作
品
に
幾
化
し
て
い
る
と
総
括
で
き
己
ヲ
h
v
。
し
か
し
、
粛
綱
と
沈
約
の
模
擬
作
品
の
聞
に
は
夫
婦
の
幸
福
の
描
き
方
に
お
い
て
大
き
な
相
違
貼
が
存
す
る
。
そ
れ
は
夫
の
腸
宅
以
降
の
部
分
の
有
無
で
あ
る
。
沈
約
の
模
擬
作
品
で
は
末
句
で
唐
突
に
夫
婦
の
営
み
が
開
接
的
に
摘
官
局
さ
れ
る
も
の
の
、
夫
の
隠
宅
は
直
接
描
か
れ
な
い
た
め
、
作
者
の
主
眼
は
作
品
の
大
牢
を
占
め
る
主
人
公
と
戸お
v
そ
の
夫
の
容
姿
の
描
菊
に
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
特
徴
な
ら
ば
古
僻
や
張
率
の
模
擬
作
品
か
ら
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
と
い
っ
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
他
、
議
綱
誕
生
以
前
に
生
ま
れ
た
詩
人
に
よ
る
「
羅
敷
古
僻
」
と
そ
の
関
連
作
品
の
模
擬
作
品
と
し
て
、
貌
の
武
帝
、
文
帯
、
曹
植
、
耳
目
の
侍
玄
と
陸
機
、
も
夫
の
婦
宅
の
モ
チ
ー
フ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
「
相
逢
行
」
で
は
夫
の
蹄
宅
が
家
族
の
幸
一
踊
を
象
徴
す
る
の
に
封
し
て
、
こ
の
「
艶
歌
行
」
で
は
主
人
公
南
朝
宋
の
謝
護
運
と
飽
照
、
梁
の
張
率
(
四
七
五
!
五
二
七
)
、
英
均
(
四
六
九
!
五
二
O
)
、
王
錆
(
四
八
一
l
五
四
九
)
、
粛
子
範
(
四
八
六
l
五
四
九
)
、
粛
子
穎
い
ず
れ
の
作
品
に
も
夫
の
競
宅
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
羅
敷
古
齢
」
の
歴
代
の
模
擬
作
品
を
通
じ
て
、
(
四
八
七
|
五
三
五
)
の
も
の
が
奉
げ
ら
れ
る
が
、
夫
の
婦
宅
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
粛
綱
よ
り
上
の
世
代
の
詩
人
の
作
品
か
ら
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
〈
第
三
章
〉
も
う
一
つ
の
「
魅
歌
行
」
|
粛
綱
の
「
艶
歌
曲
」
と
こ
ろ
で
、
夫
の
蹄
宅
の
モ
チ
ー
フ
は
梁
代
後
期
の
前
掲
以
外
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。
梁
府
作
品
で
は
、
粛
綱
の
「
盤
歌
曲
」
(
『
玉
蔓
新
一
詠
築
注
』
巻
七
)
、
「
紫
騒
馬
」
(
同
上
)
、
「
萄
園
弦
歌
十
韻
」
(
向
上
)
、
「
雑
句
従
軍
行
」
(
『
玉
牽
新
一
詠
築
注
』
巻
九
)
、
楽
府
以
外
の
作
品
で
は
、
粛
綱
と
劉
湿
の
「
従
頓
(
建
)
濯
城
」
(
『
玉
喜
一
新
…
一
一
詠
築
注
』
巻
七
・
八
・
一
O
)
や
劉
孝
威
「
都
懸
遇
見
人
織
率
爾
寄
婦
」
(
『
玉
蓋
新
一
読
築
注
』
巻
八
)
な
ど
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
。
劉
遁
も
劉
孝
威
も
粛
綱
の
文
曲
学
集
圏
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
一
方
、
同
時
期
の
他
の
文
筆
集
闘
の
メ
ン
バ
ー
の
作
で
は
、
「
相
逢
行
」
古
僻
系
模
擬
作
品
以
外
に
夫
の
蹄
宅
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
る
ロ
右
に
奉
げ
た
作
品
の
制
作
年
代
を
考
察
す
る
材
料
は
乏
し
い
の
で
、
ど
の
作
品
が
ど
の
作
品
に
影
響
を
輿
え
た
の
か
を
明
舌
一
目
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
こ
の
モ
チ
ー
フ
が
篇
綱
ら
の
文
拳
集
圏
に
特
に
好
ま
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
作
品
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
粛
綱
の
「
艶
歌
曲
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
『
梁
府
詩
集
』
巻
三
九
に
も
「
艶
歌
行
」
其
二
と
題
し
て
牧
録
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
は
其
一
と
し
て
前
掲
の
請
綱
「
盤
歌
篇
」
を
牧
録
し
て
い
る
。
し
か
も
、
蒲
綱
の
こ
の
こ
作
品
の
古
僻
と
し
て
『
梁
府
詩
集
』
は
漢
梁
府
「
艶
歌
行
」
を
皐
げ
て
い
る
。
こ
の
古
僻
は
『
玉
蓋
新
一
詠
筆
注
』
巻
一
に
も
問
題
で
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
古
僻
の
全
文
を
見
て
み
よ
う
。
「
嗣
劇
堂
前
燕
、
多
蔵
夏
来
見
。
兄
弟
爾
三
人
、
流
蕩
在
他
勝
。
故
衣
誰
醤
補
、
新
衣
誰
骨
閏
綻
。
頼
得
賢
主
人
、
買
取
矯
吾
綻
。
夫
靖
従
門
来
、
斜
柄
西
北
阿
。
語
卿
且
勿
阿
、
水
清
石
自
見
。
石
見
何
景
品
晶
、
遠
行
不
如
鴎
(
印
刷
劇
た
る
堂
前
の
燕
、
h
L
7
に
戴
れ
夏
に
来
り
見
る
。
兄
弟
爾
三
人
あ
り
、
流
蕩
し
て
他
豚
に
在
り
。
故
衣
誰
さ
い
わ
か
骨
聞
に
補
う
べ
き
、
新
衣
誰
か
嘗
に
綻
す
べ
き
。
頼
い
に
賢
主
人
を
得
て
、
質
取
し
て
五
口
が
矯
め
に
綻
す
。
夫
培
は
門
よ
り
来
り
、
斜
柄
西
北
に
阿
る
。
卿
に
語
ぐ
旦
あ
ら
わ
く
阿
る
こ
と
勿
か
れ
、
水
清
け
れ
ば
石
自
ら
見
れ
ん
。
石
見
る
る
こ
と
何
ぞ
累
累
た
る
、
遠
行
は
跨
る
に
如
か
ず
)
」
(
『
玉
蓋
新
一
一
詠
築
注
』
一
三
四
頁
、
谷
一
)
故
郷
を
離
れ
て
流
浪
す
る
男
主
人
公
が
あ
る
「
賢
主
人
」
の
家
に
厄
介
に
な
り
、
彼
女
に
衣
服
を
繕
っ
て
も
ら
う
が
、
婦
宅
し
た
彼
女
の
「
夫
靖
」
に
疑
い
の
眼
で
見
ら
れ
、
弁
解
す
る
。
末
尾
は
「
遠
行
は
踊
る
に
如
か
ず
」
と
い
う
、
主
人
公
の
よ
う
な
流
浪
す
る
人
物
に
跨
宅
を
勤
め
る
こ
と
ば
で
作
品
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。
こ
の
漠
梁
府
か
ら
一一
四
に
危
機
的
状
況
を
も
た
ら
し
、
雨
作
品
中
に
お
け
る
夫
の
腸
宅
の
役
割
は
大
き
く
異
な
る
。
次
に
粛
綱
の
「
盤
歌
曲
」
を
見
て
み
よ
う
。
「
雲
楯
桂
成
戸
、
飛
棟
杏
矯
梁
。
斜
箇
遁
薬
気
、
細
隙
引
塵
光
。
裁
衣
貌
后
尺
、
汲
水
准
南
林
。
青
漉
暮
嘗
返
、
預
使
羅
-
裾
香
(
雲
楯
は
桂
を
戸
と
成
し
、
飛
棟
は
杏
を
梁
と
矯
す
。
斜
薗
は
薬
気
を
通
じ
、
細
隙
は
塵
光
を
引
く
。
衣
を
裁
す
貌
后
の
尺
、
水
を
汲
む
准
南
の
淋
。
青
麗
暮
れ
に
嘗
に
返
る
べ
し
、
預
め
羅
裾
を
し
て
香
し
{鎚
V
か
ら
し
め
ん
)
」
こ
の
作
品
は
前
牢
四
句
で
女
主
人
公
の
住
む
屋
敷
を
描
潟
し
、
第
五
・
六
句
で
は
典
故
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
裁
縫
や
井
戸
の
水
汲
み
と
い
う
家
事
に
勤
し
む
主
人
公
の
姿
を
描
く
。
そ
し
て
第
七
句
で
は
主
人
公
の
夫
が
「
青
漉
」
に
乗
っ
て
夕
暮
れ
に
跨
宅
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
末
句
で
は
夫
を
迎
え
る
た
め
に
主
人
公
が
予
め
衣
服
に
香
を
焚
き
こ
む
こ
と
を
描
寓
し
て
作
品
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
七
句
の
夫
の
錆
宅
の
場
面
に
見
え
る
「
青
環
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
こ
の
語
の
彼
以
前
の
先
行
例
も
多
く
は
な
い
が
、
最
初
期
の
例
と
し
て
「
招
魂
」
の
鋭
箭
の
中
の
夜
の
狩
磁
の
場
面
、
「
青
癒
結
駆
今
斉
千
乗
(
青
膿
胸
を
結
び
千
乗
を
費
く
す
)
」
が
奉
げ
ら
れ
る
。
王
逸
は
「
純
黒
局
襲
。
結
、
達
也
ロ
四
馬
矯
細
。
調
問
、
同
也
0
4
一
一
一
同
屈
原
嘗
輿
君
倶
磁
於
此
(
純
里
山
を
臓
と
局
す
。
結
は
、
連
な
り
。
四
馬
を
細
と
矯
す
。
費
、
同
な
り
。
舌
一
ロ
う
こ
こ
ろ
は
屈
原
嘗
て
君
と
倶
に
此
に
猶
す
)
」
と
注
す
る
(
『
楚
齢
補
注
』
一
二
三
|
四
頁
)
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
青
騒
」
と
は
黒
い
馬
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
「
白
馬
」
や
そ
の
他
の
名
馬
で
は
な
く
、
殊
更
に
「
招
魂
」
に
由
来
す
る
「
車
円
騒
」
と
し
て
い
る
貼
か
ら
、
何
ら
か
の
意
園
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
の
狩
猶
は
た
だ
の
狩
畿
で
は
な
く
、
「
現
世
の
快
楽
を
誇
示
す
る
招
魂
儀
穫
の
結
果
、
こ
の
世
を
離
れ
て
さ
ま
よ
っ
て
い
た
魂
が
狩
の
姿
を
と
っ
て
戻
っ
て
」
く
る
「
こ
と
を
夢
想
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
h
r
谷
口
氏
も
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
「
招
魂
」
の
蹴
僻
の
狩
猟
の
場
面
の
意
味
に
谷
口
洋
氏
に
よ
れ
ば
、
右
に
引
用
し
た
「
招
魂
」
つ
い
て
は
数
種
の
設
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
被
招
者
の
蹄
還
に
到
す
る
「
招
魂
」
の
作
者
の
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
無
い
で
あ
ろ
う
。
古
来
、
名
馬
を
指
す
語
に
事
紋
か
な
い
の
に
、
「
招
魂
」
の
狩
猟
の
場
面
に
登
場
し
た
「
青
擁
」
と
い
う
語
を
粛
綱
が
敢
え
て
こ
こ
で
用
い
た
の
は
、
前
掲
の
張
正
見
「
盤
歌
行
」
や
粛
綱
「
盤
歌
篇
」
同
様
に
、
「
蹄
宅
」
「
蹄
還
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
盤
歌
曲
」
末
尾
で
は
「
預
使
羅
裾
香
」
、
騎
宅
す
る
夫
の
た
め
に
ス
カ
ー
ト
に
香
を
た
き
こ
め
る
と
い
う
。
夫
の
鶴
宅
を
描
き
、
彼
を
饗
慮
す
る
の
に
芳
香
を
用
い
る
貼
も
張
正
見
の
作
品
と
共
通
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
「
艶
歌
曲
」
に
も
夫
の
錫
宅
は
見
ら
れ
る
が
、
士
口
鮮
と
は
異
な
り
、
「
招
魂
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
要
素
を
用
い
て
夫
婦
の
幸
福
を
象
徴
す
る
も
の
に
饗
更
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
梁
府
詩
集
』
巻
三
九
は
古
僻
「
艶
歌
行
」
と
蒲
綱
の
摸
擬
作
品
と
の
聞
に
督
・
傍
玄
と
南
朝
宋
・
劉
義
恭
の
模
擬
作
品
を
牧
録
五
し
て
い
る
が
、
両
者
に
夫
の
婦
宅
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
見
ら
れ
な
い
。
前
掲
の
粛
綱
の
「
艶
歌
篇
」
は
「
羅
敷
古
鮮
」
と
共
、
通
貼
が
少
な
く
な
い
が
、
肝
心
の
テ
!
?
が
愛
更
さ
れ
、
男
女
の
騒
け
引
き
を
テ
1
7と
す
る
作
品
か
ら
、
夫
婦
の
幸
福
を
言
蹴
ぐ
作
品
に
饗
化
し
た
。
ま
た
、
こ
の
「
艶
歌
曲
」
で
も
「
夫
靖
」
か
ら
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
る
と
い
う
古
欝
「
盤
歌
行
」
の
最
も
特
徴
的
な
要
素
は
見
ら
れ
ず
、
古
癖
を
換
骨
奪
胎
し
て
夫
の
蹄
宅
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
意
味
を
愛
更
し
、
夫
婦
の
幸
福
を
テ
1
7
と
す
る
作
品
と
な
っ
た
。
見
方
を
整
え
れ
ば
、
「
監
歌
曲
」
と
「
盤
歌
篇
」
は
夫
の
婦
宅
を
共
通
項
と
し
て
近
づ
い
て
い
る
。
更
に
、
夫
の
錫
宅
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
用
い
て
夫
婦
の
幸
福
を
テ
1
7と
し
て
い
る
貼
に
加
え
、
祭
記
の
降
紳
儀
誼
や
「
招
魂
」
に
見
ら
れ
た
特
徴
的
要
素
を
用
い
て
い
る
貼
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
作
品
は
家
族
の
幸
福
を
テ
l
マ
と
す
る
「
相
逢
行
」
古
爺
系
模
擬
作
品
に
接
近
し
て
お
り
、
改
め
て
粛
綱
の
作
と
張
正
見
の
作
と
の
共
通
鮎
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
張
正
見
が
「
羅
敷
古
癖
」
の
模
擬
作
品
で
あ
る
「
盤
歌
行
」
を
作
る
に
営
た
り
、
古
齢
の
最
も
特
徴
的
な
第
五
の
要
素
を
採
ら
ず
に
夫
の
鶴
宅
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
新
た
に
揺
入
し
た
の
は
、
彼
が
青
年
期
に
所
属
し
て
い
た
粛
綱
の
文
挙
集
固
か
ら
の
影
響
に
因
る
も
の
と
見
て
、
大
過
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
〈
第
四
章
〉
「
羅
敷
古
僻
」
模
擬
作
品
の
歯
車
容
の
背
景
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
粛
織
は
「
羅
敷
古
僻
」
や
古
僻
「
監
歌
行
」
の
テ
l
マ
を
繁
更
し
て
ま
で
夫
の
婦
宅
を
描
き
、
夫
婦
の
幸
福
を
テ
l
マ
と
す
る
模
擬
作
品
を
制
作
し
て
い
た
。
古
来
、
夫
の
不
在
を
嘆
く
婦
人
を
主
人
公
と
し
た
所
謂
「
閏
怨
」
の
作
品
は
作
ら
れ
績
け
て
き
た
。
夫
の
鶴
宅
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
そ
の
裏
返
し
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
た
だ
の
思
い
つ
き
ゃ
小
手
先
の
嬰
更
で
は
な
い
。
先
秦
漠
貌
晋
南
北
朝
の
詩
歌
で
は
そ
も
そ
も
一
度
外
出
を
し
た
者
が
腸
宅
す
る
と
い
う
こ
と
自
鰻
が
、
大
き
な
幸
福
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
『
文
選
』
で
は
漢
の
蘇
武
の
作
品
と
さ
れ
る
「
詩
」
其
一
一
一
(
結
髪
矯
夫
妻
)
は
相
思
相
愛
の
夫
婦
の
離
別
を
テ
l
マ
と
す
る
が
、
そ
の
末
句
で
は
「
生
省
復
来
婦
、
死
骨
閏
長
相
思
(
生
き
て
は
嘗
に
復
た
来
り
競
る
べ
く
、
死
し
て
は
嘗
に
長
く
相
思
う
ぺ
し
)
」
(
『
文
選
』
四
二
ニ
頁
、
巻
二
九
)
と
一
詠
う
。
〔
m
w
v
こ
こ
で
は
夫
の
生
存
と
い
う
最
大
の
幸
福
を
競
宅
と
い
う
行
局
が
端
的
に
象
徴
し
て
い
る
。
問
題
は
、
な
ぜ
梁
代
に
夫
婦
の
幸
一
帽
を
テ
l
マ
と
す
る
作
品
が
急
増
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
注
(
9
)
の
別
稿
終
章
で
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に
、
梁
の
武
一
帝
は
そ
れ
ま
で
の
南
朝
の
殺
裁
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
と
う
と
し
て
梁
朝
創
建
嘗
初
に
融
和
政
策
を
採
用
し
、
文
曲
学
方
面
で
は
儒
教
経
典
で
園
家
繁
築
の
基
礎
と
さ
れ
た
夫
婦
、
兄
弟
、
父
子
の
三
つ
の
関
係
を
核
と
す
る
家
族
の
幸
福
を
言
祝
ぐ
作
品
を
多
数
制
作
し
た
。
そ
の
代
表
作
ム
ノ、
品
群
の
一
つ
が
「
相
逢
行
」
古
齢
系
模
擬
作
品
で
あ
っ
た
。
「
相
逢
行
」
の
古
僻
系
模
擬
作
品
に
は
右
の
三
組
の
家
族
関
係
全
て
が
登
場
し
た
が
、
主
に
「
三
婦
」
の
夫
で
あ
る
「
三
子
」
と
、
「
三
婦
」
が
由
男
を
饗
臆
す
る
貼
に
焦
鮎
が
嘗
て
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
具
健
的
に
言
え
ば
、
夫
の
競
宅
は
描
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
夫
婦
の
直
接
の
や
り
取
り
を
全
て
の
模
擬
作
品
が
描
い
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
小
婦
が
饗
臆
す
る
相
手
が
「
丈
人
」
、
つ
ま
り
男
で
あ
る
割
合
が
高
い
。
具
種
的
な
数
字
を
奉
げ
れ
ば
、
「
相
逢
行
」
と
「
長
安
有
狭
斜
行
」
の
梁
代
ま
で
の
士
口
僻
系
模
擬
作
品
の
中
で
右
の
三
者
が
見
ら
れ
る
の
は
篇
綱
の
模
擬
作
品
を
含
め
て
十
一
首
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
末
尾
に
お
い
て
小
婦
が
饗
臆
す
る
相
手
が
実
を
表
す
「
丈
人
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
七
首
、
夫
を
表
す
「
住
人
」
「
夫
君
」
で
あ
る
の
は
こ
首
で
あ
っ
た
。
意
綱
の
模
擬
作
品
は
「
丈
人
且
安
坐
(
丈
人
且
く
安
坐
せ
よ
)
」
(
『
柴
府
詩
集
』
五
一
六
頁
、
巻
三
五
)
と
い
い
、
前
者
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。
そ
の
一
方
で
彼
は
夫
の
腸
宅
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
「
羅
敷
古
欝
」
に
追
加
し
、
古
館
「
盤
歌
行
」
の
夫
の
腸
宅
の
モ
チ
ー
フ
の
役
割
を
餐
え
、
そ
れ
ら
の
模
擬
作
品
を
夫
婦
の
幸
一
帽
を
テ
l
マ
と
す
る
作
品
に
愛
更
し
た
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
夫
婦
の
幸
福
を
描
い
た
粛
綱
ら
の
作
品
は
、
結
果
的
に
「
相
逢
行
」
模
擬
作
品
と
相
補
う
関
係
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
粛
織
の
「
盤
歌
篇
」
に
「
相
逢
行
」
と
の
共
通
貼
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
羅
敷
古
齢
」
と
「
相
逢
行
」
そ
れ
ぞ
れ
の
模
擬
作
品
の
テ
l
マ
の
方
向
性
を
接
近
さ
せ
な
が
ら
も
作
り
分
け
よ
う
と
す
る
意
圃
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
張
正
見
も
「
長
安
有
狭
斜
行
」
の
模
擬
作
品
を
残
し
て
い
る
が
、
古
鮮
や
古
僻
系
模
擬
作
品
と
は
異
な
り
、
豪
侠
「
少
年
」
を
主
人
公
と
す
る
作
品
に
饗
え
て
い
る
。
そ
れ
に
射
し
て
、
「
羅
敷
古
僻
」
模
擬
作
品
で
は
夫
の
婦
宅
の
場
面
に
「
相
逢
行
」
と
そ
の
古
齢
系
模
擬
作
品
に
由
来
す
る
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
の
鋳
宅
と
い
う
粛
綱
の
文
事
集
圏
で
好
ま
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
繕
承
し
、
粛
綱
の
梁
府
制
作
の
時
鮎
で
テ
l
マ
の
方
向
性
を
同
じ
く
し
て
い
た
「
羅
敷
古
欝
」
模
擬
作
品
と
「
相
逢
行
」
古
融
附
系
模
擬
作
品
を
よ
り
い
っ
そ
う
融
合
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
張
正
見
の
「
羅
敷
古
齢
」
模
擬
作
品
の
制
作
時
期
は
粛
綱
在
世
時
か
、
あ
る
い
は
陳
後
主
が
文
撃
活
動
を
本
格
化
さ
せ
る
太
建
年
開
以
前
で
、
議
綱
の
文
血
甲
子
集
圏
の
文
撃
の
影
響
が
強
い
時
期
か
ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
頃
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
穏
嘗
で
あ
ろ
予つ。
〈
終
章
〉
南
北
朝
後
期
の
二
大
築
府
の
融
合
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
「
相
逢
行
」
と
「
羅
敷
古
僻
」
の
二
大
築
府
の
模
擬
作
品
は
南
北
朝
時
代
に
最
も
多
く
制
作
さ
れ
た
が
、
南
北
朝
後
期
に
至
っ
て
家
族
の
幸
福
を
描
く
と
い
う
方
向
を
同
じ
く
し
、
そ
し
て
つ
い
に
は
融
合
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
古
辞
「
艶
歌
行
」
も
夫
の
婦
宅
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
が
、
粛
綱
の
模
擬
作
品
で
は
そ
の
役
割
が
饗
更
さ
れ
て
い
る
の
も
右
の
二
大
築
府
の
繁
化
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
羅
敷
古
僻
」
の
研
究
で
は
特
に
七
作
中
の
表
現
や
モ
チ
ー
フ
そ
の
も
の
に
目
を
向
け
、
他
の
築
府
や
別
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
「
羅
敷
古
都
」
の
模
擬
作
品
が
梁
代
に
夫
婦
の
幸
福
を
テ
1
7と
す
る
作
品
に
愛
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
陳
代
の
他
の
詩
人
の
模
擬
作
品
と
粛
綱
・
張
正
見
ら
の
も
の
と
の
差
異
の
問
題
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
法
(
1
)
佐
藤
大
志
氏
『
六
朝
柴
府
文
拳
史
研
究
』
(
渓
水
枇
、
二
0
0
=
己
所
牧
の
「
梁
府
題
愛
濯
考
l
梁
府
題
「
阪
上
桑
」
を
中
心
と
し
て
i
」
は
、
羅
敷
が
登
場
す
る
数
種
類
の
梁
府
題
の
婆
濯
を
論
じ
て
い
る
が
、
羅
敷
が
登
場
す
る
漠
梁
府
、
「
羅
敷
艶
歌
羅
敷
行
」
(
『
宋
書
』
巻
一
二
「
梁
志
」
三
)
、
「
日
出
東
南
隅
行
」
(
『
玉
蓋
新
諒
』
巻
二
、
「
陪
上
桑
」
(
『
梁
府
詩
集
』
巻
二
八
)
を
「
羅
敷
士
臼
齢
」
と
呼
ん
で
い
る
。
本
稿
も
そ
れ
に
従
う
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
『
端
末
府
詩
集
』
の
テ
キ
ス
ト
は
基
本
的
に
一
九
九
八
年
中
華
書
局
標
勲
本
に
よ
る。
(
2
)
『
梁
府
詩
集
』
巻
=
一
六
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
「
秋
胡
行
」
の
中
で
本
稿
が
桑
摘
み
の
女
性
を
描
い
た
作
品
に
含
め
る
の
は
晋
の
侍
玄
、
南
朝
宋
の
顔
延
之
、
南
朝
費
の
王
融
の
模
擬
作
口
問
で
あ
る
。
(
3
)
巻
二
八
の
「
陪
上
桑
」
「
採
桑
」
「
艶
歌
行
」
「
羅
敷
行
」
「
日
出
東
南
隅
行
」
「
日
出
行
」
の
陪
代
ま
で
の
作
品
お
よ
び
巻
=
一
九
の
南
朝
梁
・
粛
綱
「
盤
歌
行
二
首
」
の
其
一
(
『
玉
蔓
新
2
詠
築
注
』
巻
七
で
は
「
盤
歌
篇
十
八
頭
」
)
と
南
朝
陳
・
顧
野
主
の
「
盤
歌
行
三
首
」
の
其
一
一
お
よ
び
三
園
貌
・
曹
植
の
「
美
女
篇
」
を
併
せ
た
数
。
各
梁
府
題
の
惰
代
ま
で
の
作
者
は
以
下
の
遁
り
。
「
陪
上
桑
」
古
僻
、
『
楚
僻
紗
』
、
(
三
園
貌
)
武
一
帝
、
文
帝
、
(
南
朝
梁
)
呉
均
、
王
蓋
卿
、
王
錯
、
亡
名
氏
。
「
採
桑
」
l
(南
朝
宋
)
飽
田
川
、
(
梁
)
筏
文
一
一
帝
、
桃
翻
、
呉
均
、
劉
遡
、
沈
君
依
、
(
南
朝
陳
)
後
主
、
張
正
見
、
賀
徹
、
侍
絡
。
「
艶
歌
行
」
(
耳
目
)
侍
玄
、
(
南
朝
陳
)
張
正
見
。
「
羅
敷
行
」
|
(
南
朝
梁
)
篇
子
範
、
(
南
朝
陳
)
顧
野
玉
、
(
後
貌
)
高
允
。
「
日
出
東
南
隅
行
」
[
(
青
)
陸
機
、
(
南
朝
宋
)
謝
霊
運
、
(
南
朝
梁
)
沈
約
、
張
率
、
粛
子
額
、
(
由
岡
山
朝
陳
)
後
主
、
徐
伯
陽
、
股
謀
、
(
北
周
)
王
褒
、
(
惰
)
塵
思
道
。
「
日
出
行
」
l
(北
周
)
斎
橋
。
「
盤
歌
行
(
『
梁
府
詩
集
』
巻
=
一
九
)
」
|
(
南
朝
梁
)
衛
文
一
帝
、
(
南
朝
陳
)
顧
野
王
(
三
首
の
う
ち
一
首
)
。
「
美
女
篇
」
(
一
一
一
園
競
)
嘗
植
。
な
お
、
技
(
4
)
で
見
る
よ
う
に
、
呉
均
の
作
品
の
一
部
と
、
銚
翻
、
劉
遡
の
作
品
は
元
々
梁
府
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
(
4
)
明
越
均
復
宋
本
系
統
本
(
こ
こ
で
は
『
明
小
宛
堂
覆
宋
本
玉
置
室
新
一
一
詠
』
(
人
民
文
事
出
版
社
、
二
O
一
O
)
を
代
表
と
し
た
)
牧
録
作
品
は
以
下
の
遁
り
。
無
名
氏
「
日
出
東
南
隅
行
」
(
巻
二
、
E
日
・
陸
機
「
盤
歌
行
」
〈
巻
三
)
、
南
朝
宋
・
飽
照
「
採
桑
」
(
巻
四
)
、
梁
・
呉
均
「
和
斎
洗
馬
子
顛
古
意
六
首
」
其
一
と
「
陪
上
桑
」
、
梁
・
銚
翻
「
同
郭
侍
鄭
采
桑
」
(
以
上
巻
六
)
、
梁
-
粛
綱
「
盤
歌
篇
十
八
韻
」
(
巻
七
)
、
梁
・
篇
子
顛
「
日
出
東
南
隅
行
」
、
梁
・
劉
遜
「
高
山
見
采
桑
人
」
(
以
上
巻
八
)
o
な
お
、
本
稿
で
は
『
玉
肇
新
一
詠
』
の
テ
キ
ス
ト
は
基
本
的
に
『
玉
妻
新
諒
築
注
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
九
)
に
よ
る
。
(
5
)
こ
の
六
貼
は
藤
野
岩
友
氏
「
梁
府
「
陪
上
桑
」
の
源
委
」
(
『
大
東
文
化
大
撃
漢
撃
舎
誌
』
一
回
、
一
九
七
五
)
と
注
(
1
)
で
奉
げ
た
佐
藤
大
志
氏
著
書
に
よ
る
。
(
6
)
前
掲
の
史
書
と
森
野
繁
夫
氏
の
『
六
朝
詩
の
研
究
』
(
第
一
同
学
習
祉
、
一
九
七
六
)
一
五
八
頁
、
第
三
章
・
第
四
節
・
第
一
項
参
照
。
〈7
)
貌
膏
南
北
朝
期
の
詩
歌
に
お
け
る
豪
侠
「
少
年
」
に
つ
い
て
は
小
西
昇
氏
の
「
漢
代
梁
府
詩
と
遊
侠
の
世
界
南
朝
文
事
放
蕩
論
の
護
生
|
」
(
『
日
本
中
園
事
舎
報
』
一
五
、
一
九
六
三
)
多
照
。
八
(
8
)
こ
の
語
は
後
掲
の
侍
玄
の
「
歴
九
秋
篇
董
逃
行
」
に
見
え
る
ほ
か
、
彼
よ
り
や
や
少
し
後
の
菅
・
潜
岳
「
哀
永
逝
文
」
の
「
委
蘭
房
今
繁
華
」
と
い
う
句
に
も
妻
の
居
室
と
し
て
登
場
す
る
。
(
『
文
選
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八
一
)
七
九
五
頁
、
巻
五
七
。
以
後
、
『
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
は
基
本
的
に
こ
れ
に
よ
る
。
)
(
9
)
拙
稿
『
梁
代
「
艶
詩
」
の
再
検
討
』
(
コ
ン
テ
ン
ツ
ワ
l
ケ
ス
、
二
O
一
O
)
参
照
。
(
印
)
一
例
を
翠
げ
る
。
後
漠
・
張
衡
「
西
京
賦
」
「
妖
量
盤
夫
夏
姫
、
美
聾
暢
於
虞
氏
。
始
徐
準
而
蔵
形
、
似
不
任
乎
羅
締
(
妖
轟
は
夫
の
夏
姫
よ
り
艶
に
し
て
、
美
聾
は
虞
氏
よ
り
暢
ぶ
。
始
め
は
徐
ろ
に
進
み
て
扇
形
は
羅
績
に
任
え
ざ
る
に
似
た
り
)
」
(
『
文
選
』
四
九
頁
、
巻
三
)
(
日
)
詳
細
は
佐
藤
保
氏
の
『
漢
詩
の
イ
メ
ー
ジ
』
(
大
修
館
書
応
、
一
九
九
一
己
第
三
部
・
第
一
章
・
第
一
項
「
お
し
ど
り
」
参
照
。
(
ロ
)
『
楚
齢
補
注
』
(
中
華
書
局
、
二
0
0
0
)
三
O
六
頁
。
「
招
魂
」
が
誰
の
霊
魂
を
招
く
の
か
と
い
う
問
題
に
劃
し
て
は
幾
つ
か
の
設
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
問
題
に
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。
以
後
、
『
楚
齢
』
の
テ
キ
ス
ト
は
基
本
的
に
こ
れ
に
よ
る
。
寺
井
泰
明
氏
が
『
花
と
木
の
漢
字
撃
』
(
大
修
館
害
賠
、
三
O
O
O
)
で
『
爾
雅
』
を
引
用
し
て
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
「
蓮
」
は
狭
義
で
は
ハ
ス
の
花
托
を
指
す
が
、
張
正
見
の
こ
の
作
品
で
は
ハ
ス
全
韓
を
指
す
と
解
岬
押
し
て
大
過
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
日
)
市
川
桃
子
氏
は
、
『
中
国
古
典
詩
に
お
け
る
植
物
描
潟
の
研
究
』
(
汲
古
書
院
、
三
O
O七
)
十
一
頁
、
第
一
部
・
第
一
章
で
前
掲
の
「
招
魂
」
の
句
は
「
吉
瑞
の
景
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
」
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
他
、
南
朝
梁
府
・
無
名
氏
「
讃
曲
歌
」
其
四
に
「
千
葉
紅
芙
蓉
、
照
灼
緑
水
準
。
品
開
花
任
郎
摘
、
慎
莫
罷
健
蓮
(
千
葉
に
紅
芙
蓉
あ
り
、
照
灼
た
り
線
水
の
漫
。
徐
花
郎
の
摘
む
に
任
せ
ん
、
慎
み
て
健
が
蓮
を
軍
く
莫
か
れ
)
」
(
『
幾
府
詩
集
』
六
七
一
頁
、
巻
四
六
)
と
あ
り
、
「
千
葉
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
末
句
の
「
蓮
」
は
「
憐
」
と
通
じ
る
が
(
王
逗
照
氏
の
「
論
呉
聾
西
曲
輿
譜
一
孟
一
回
隻
閥
語
」
(
『
築
府
詩
述
論
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
所
牧
)
参
照
)
、
こ
の
作
品
で
は
冒
頭
の
句
の
表
現
と
響
き
合
っ
て
い
る
と
解
稗
で
き
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
張
正
見
の
「
蓮
」
は
夫
の
蹄
宅
を
迎
え
る
景
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
夫
へ
の
情
愛
を
も
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
(
凶
)
『
太
卒
御
覧
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
八
)
一
一
一
一
一
一
一
九
頁
、
巻
七
O
三。
(
日
)
元
来
、
芳
香
と
い
う
要
素
も
迎
紳
な
ど
の
祭
記
に
は
侠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
は
付
言
し
て
お
く
o
士
山
村
良
治
氏
の
「
『
昨
』
祭
と
古
歌
謡
」
(
『
神
観
念
の
比
較
文
化
論
的
研
究
』
(
講
談
社
、
一
九
八
二
お
よ
び
狩
野
雄
氏
の
「
香
り
を
含
む
女
た
ち
(
上
)
」
(
『
東
北
大
曲
学
中
園
語
華
文
撃
論
集
』
一
一
、
三
O
O六
)
参
照
。
(
日
)
佐
藤
大
志
氏
前
掲
書
第
三
章
・
第
四
節
お
よ
び
第
八
節
参
照
。
(
げ
)
『
陳
書
』
巻
二
七
「
挑
察
惇
」
・
巻
三
O
「
顧
野
主
博
」
お
よ
び
森
野
氏
前
掲
書
一
六
回
頁
多
照
。
(
国
)
陳
後
主
「
日
出
東
南
隅
行
」
「
重
輪
上
瑞
輝
、
西
北
照
南
威
。
南
威
年
二
八
、
開
腐
倣
重
閣
。
嘗
櫨
迭
客
去
、
上
苑
逐
春
弱
。
賓
下
珠
勝
月
、
箇
前
雲
帯
衣
。
紅
福
結
未
解
、
線
締
自
ひ
ら
難
徽
(
重
輪
瑞
障
を
上
げ
、
西
北
に
南
威
を
照
ら
す
。
南
威
は
年
三
八
、
腐
を
開
き
重
閣
を
倣
く
。
櫨
に
嘗
た
り
客
の
去
る
を
送
り
、
苑
に
上
旬
春
の
婦
る
を
逐
う
。
震
下
の
珠
は
月
に
勝
り
、
薗
前
の
雲
は
衣
に
帯
ぶ
。
紅
詔
結
び
て
未
だ
解
か
ず
、
緑
締
自
ら
徽
ぎ
難
し
)
」
(
『
梁
府
詩
集
』
四
一
一
一
頁
、
巻
二
八
。
「
緑
締
自
難
徽
」
は
原
書
で
は
「
緑
締
白
難
徽
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
-
張
樽
『
漠
貌
六
朝
百
三
名
家
集
』
に
擦
っ
て
改
め
た
と
す
る
中
華
書
局
標
貼
本
の
校
勘
に
従
っ
た
。
)
こ
の
作
品
に
は
古
齢
の
第
一
、
二
の
要
素
し
か
見
ら
れ
な
し
(
四
)
明
嘉
靖
鄭
玄
撫
刊
本
系
統
の
版
本
『
玉
蓋
新
一
詠
嚢
校
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
O
一
一
)
四
一
七
頁
、
巻
五
で
は
「
有
女
篇
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
踏
歌
篇
」
と
後
掲
の
粛
綱
「
艶
歌
曲
」
の
本
文
で
詳
説
し
な
か
っ
た
部
分
の
誇
注
に
関
し
て
は
、
石
川
忠
久
氏
『
玉
肇
新
一
詠
』
(
撃
習
研
究
社
、
一
九
八
六
)
参
照
。
(
初
)
『
玉
牽
新
一
詠
築
注
』
三
七
五
頁
、
巻
七
。
原
文
で
は
「
舟
再
選
房
様
」
が
「
由
汁
由
什
濯
房
能
」
と
、
「
拳
拳
侍
君
寵
」
が
「
拳
拳
特
君
寵
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
梁
府
詩
集
』
五
八
二
良
に
従
っ
て
改
め
た
。
ま
た
、
『
幾
府
詩
集
』
で
は
「
街
瑛
挟
纏
媛
」
が
「
街
漬
映
纏
駿
」
と
、
「
鐙
生
陽
燐
火
」
が
「
燈
生
陽
燈
火
」
と
、
「
寡
疎
井
上
桐
」
が
「
寒
疏
井
上
桐
」
と
な
っ
て
い
る
。
九
(
幻
)
第
三
十
四
句
「
甘
瓜
蔓
井
東
」
の
典
故
と
し
て
呉
注
は
貌
明
帝
曹
叡
「
柴
府
詩
」
其
二
を
翠
げ
る
。
「
種
瓜
東
井
上
、
舟
舟
自
険
垣
。
輿
君
新
民
婚
、
瓜
葛
相
結
漣
。
寄
託
不
宵
躯
、
有
如
僑
太
山
。
菟
総
無
根
株
、
蔓
延
白
登
縁
。
捧
藻
託
清
流
、
常
恐
身
不
全
。
被
蒙
邸
山
悪
、
賎
妾
執
拳
拳
。
天
日
照
知
之
、
想
君
亦
倶
然
(
瓜
を
種
う
東
井
の
上
、
再
舟
と
し
て
自
ら
垣
を
険
ゅ
。
君
と
新
た
に
婚
を
矯
す
こ
と
、
瓜
葛
の
棺
結
濯
す
る
が
ご
と
し
。
寄
託
す
不
向
円
の
躯
、
太
山
に
侍
る
が
如
く
な
る
有
り
。
菟
絡
に
根
株
無
し
、
蔓
延
し
て
自
ら
登
縁
す
。
搾
藻
は
清
流
に
託
す
、
常
に
身
の
全
か
ら
ざ
る
を
恐
る
。
邸
山
の
恵
を
被
蒙
し
、
賎
妾
執
る
こ
と
拳
拳
た
り
。
天
日
照
ら
し
て
之
を
知
る
、
君
も
亦
た
倶
に
然
ら
ん
こ
と
を
想
う
)
」
(
『
玉
蓋
新
一
一
詠
築
註
』
六
九
頁
、
巻
二
)
。
こ
の
作
品
の
冒
頭
句
に
「
瓜
」
と
「
井
東
」
が
、
第
十
二
句
に
後
述
の
「
拳
拳
」
が
見
え
、
そ
れ
ら
が
競
綱
の
「
盤
歌
篇
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
粛
綱
の
こ
の
作
品
に
登
場
す
る
男
女
は
夫
婦
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
(
忽
)
『
説
文
解
字
注
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
)
一
一
七
O
頁。
(
幻
)
雷
・
張
華
「
雑
詩
」
其
二
は
夫
婦
の
居
室
に
お
け
る
夫
の
不
在
を
「
房
様
白
来
風
、
戸
庭
無
行
跡
(
房
様
自
ら
風
来
る
、
戸
庭
に
行
跡
無
し
)
」
と
一
詠
う
(
『
玉
牽
新
一
詠
筆
法
』
八
二
頁
、
巻
一
二
。
(
但
)
清
・
孫
訟
譲
『
周
纏
正
義
』
(
中
華
書
局
、
二
O
O
八
)
二
九
O
九
頁
、
巻
七
0
・
秋
官
「
可
短
氏
」
「
司
短
氏
掌
以
夫
途
取
明
火
於
目
、
以
竪
取
明
水
於
丹
、
以
共
祭
紀
之
明
憲
、
明
燭
、
共
明
水
(
司
短
氏
は
掌
る
に
夫
迭
を
以
て
明
火
を
日
よ
り
取
り
、
竪
を
以
て
明
水
を
月
よ
り
取
り
、
以
て
祭
犯
の
明
藩
、
明
燭
に
共
し
、
明
水
に
共
す
)
」
鄭
注
「
夫
途
、
陽
途
也
(
夫
迭
、
陽
遂
な
り
)
」
「
取
日
之
火
、
月
之
水
、
欲
得
陰
陽
之
繋
気
也
。
明
燭
以
照
僕
陳
、
明
水
以
矯
玄
酒
。
鄭
司
農
(
衆
)
云
、
夫
、
設
聾
。
明
棄
、
謂
以
明
水
精
機
棄
盛
黍
稜
(
日
の
火
、
月
の
水
を
取
る
、
陰
陽
の
繋
気
を
得
ん
と
欲
す
。
明
燭
は
以
て
僕
陳
を
照
ら
し
、
明
水
は
以
て
玄
酒
と
矯
す
。
鄭
司
農
(
衆
)
云
う
、
夫
、
設
聾
な
り
。
明
奈
、
明
水
を
以
て
奈
盛
黍
稜
を
精
機
す
る
を
謂
う
)
」
詩
語
と
し
て
は
、
菅
・
楊
方
の
「
合
歓
詩
」
其
二
に
「
陽
健
下
炎
煙
(
陽
継
は
炎
煙
を
下
す
ご
(
『
玉
蔓
新
一
詠
築
注
』
一
一
一
頁
、
巻
=
一
)
と
一
一
詠
わ
れ
て
い
る
の
が
漢
貌
六
朝
時
代
の
現
存
詩
歌
の
中
で
は
他
の
唯
一
の
例
で
あ
り
、
右
の
『
周
鵡
』
の
本
文
と
法
穫
を
典
故
と
す
る
最
一
初
期
の
先
行
例
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
(
お
)
「
古
詩
矯
焦
仲
卿
妻
作
」
の
二
度
目
の
婚
誼
の
場
面
「
隣
踊
青
駿
馬
、
流
蘇
金
鎮
鞍
(
廊
踊
す
青
聴
の
馬
、
流
蘇
金
銭
の
鞍
)
」
(
『
玉
牽
新
一
一
詠
築
注
』
五
O
頁
、
巻
二
に
見
ら
れ
、
臭
兆
宜
注
は
左
思
『
臭
都
賦
』
「
張
組
雌
、
構
流
蘇
」
の
句
に
謝
す
る
呂
向
註
「
流
蘇
、
五
色
弱
飾
椴
而
垂
之
(
流
蘇
、
五
色
の
視
の
惟
を
飾
り
て
之
を
垂
る
ど
を
引
用
す
る
(
『
文
選
』
九
二
頁
、
巻
五
)
。
(
m
m
)
左
思
「
呉
都
賦
」
で
臭
の
市
場
で
交
易
さ
れ
て
い
る
珍
口
聞
を
列
奉
し
た
一
段
に
「
桃
笠
象
筆
、
話
於
筒
中
」
と
あ
り
、
劉
淵
林
注
「
桃
笠
、
桃
枝
筆
也
。
臭
人
謂
筆
矯
笠
、
叉
象
牙
以
矯
筆
(
桃
笠
、
桃
枝
の
筆
な
り
。
臭
人
筆
を
謂
い
て
笠
と
矯
し
、
叉
た
象
牙
を
以
て
箪
と
属
す
)
」
(
『
文
選
』
八
九
頁
、
巻
五
)
と
解
説
す
る
。
(
幻
)
こ
の
語
は
前
掲
の
曹
叡
の
作
品
に
見
ら
れ
た
が
、
『
誼
記
』
「
中
庸
篇
」
の
「
子
日
、
問
之
矯
人
也
、
揮
乎
中
庸
、
得
一
善
、
則
拳
拳
服
庸
而
弗
失
之
失
(
子
日
く
、
同
の
人
と
矯
り
や
、
中
庸
を
揮
、
び
、
一
善
を
得
れ
ば
、
則
わ
ち
拳
拳
と
服
庸
し
て
之
を
失
わ
ず
と
)
」
に
由
来
す
る
語
で
、
「
恭
し
く
奉
持
す
る
」
様
子
を
表
す
と
い
う
(
十
三
経
注
疏
本
『
躍
記
正
義
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
)
一
六
二
六
頁
、
巻
五
二
。
鄭
玄
注
「
拳
拳
、
奉
持
之
貌
。
」
)
。
(
お
)
鈴
木
虎
雄
氏
は
ご
年
の
く
れ
と
一
身
の
晩
暮
と
か
け
て
あ
る
」
と
解
轄
す
る
ロ
『
玉
肇
新
諒
集
中
巻
』
(
岩
波
文
庫
、
一
九
七
五
)
=
一
五
七
頁
。
(
却
)
呉
注
「
『
提
要
録
』
、
鯉
魚
風
、
九
月
風
也
(
『
提
要
録
』
に
、
鯉
魚
の
風
、
九
月
の
風
な
り
と
ど
。
(ω)
『
義
文
類
緊
』
(
土
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
)
七
五
五
頁
、
巻
四
三
。
以
後
、
『
義
文
類
爽
』
の
テ
キ
ス
ト
は
基
本
的
に
こ
れ
に
よ
る
。
(
出
)
『
義
文
類
表
』
七
五
三
頁
、
巻
四
二
。
『
梁
府
詩
集
』
五
八
三
頁
、
巻
三
九
で
は
「
燈
燈
京
洛
行
」
と
題
さ
れ
、
「
惟
此
南
京
盛
」
が
「
誰
知
雨
京
盛
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
義
文
類
衆
』
を
採
用
し
た
。
(
幻
)
『
梁
府
詩
集
』
四
二
O
頁
、
巻
二
八
。
『
塾
文
類
衆
』
七
四
三
頁
、
雀
四
一
は
「
延
躯
似
繊
約
、
遺
視
若
同
調
。
議
女
映
層
続
、
金
服
熔
彫
繁
」
が
無
い
。
四
0 
(
m
M
)
後
漢
・
張
衡
「
同
聾
歌
」
に
「
思
矯
苑
務
席
、
在
下
蔽
匡
林
(
思
う
苑
蕩
の
席
と
矯
り
、
下
に
在
り
て
は
匡
淋
を
蔽
う
を
)
」
(
『
玉
牽
新
一
諒
築
注
』
三
八
頁
、
倉
一
)
と
あ
り
、
新
婚
の
夫
を
慕
う
表
現
と
し
て
、
下
に
あ
っ
て
は
寝
肇
を
覆
う
蒲
の
敷
物
と
な
り
た
い
、
と
一
吉
う
。
こ
の
よ
う
に
「
匡
」
は
夫
婦
に
も
関
連
す
る
調
度
品
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
(
但
)
佐
藤
大
志
氏
前
掲
書
八
二
頁
。
氏
は
議
綱
の
「
盤
歌
篇
」
と
張
正
見
の
「
監
歌
行
」
が
「
沈
約
の
「
日
出
東
南
隅
行
」
の
模
擬
か
ら
生
ま
れ
た
「
羅
敷
古
僻
」
の
設
展
型
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。
{
お
)
松
家
裕
子
氏
は
、
古
辞
の
羅
敷
と
彼
女
の
夫
の
描
鶏
が
、
民
聞
の
婚
躍
の
場
に
お
け
る
花
嫁
春
め
と
花
婿
春
め
の
祝
辞
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
説
を
提
出
し
て
い
る
。
松
家
氏
の
「
陪
上
桑
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
中
園
文
撃
報
』
一
一
一
九
、
一
九
八
八
)
参
照
。
主
人
公
と
男
性
の
容
姿
の
描
寓
が
作
品
の
主
眼
で
あ
る
沈
約
や
張
率
の
模
擬
作
品
は
主
に
古
癖
の
こ
の
黙
を
擁
大
設
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
(
お
)
『
也
市
府
詩
集
』
巻
二
八
参
照
。
紙
幅
の
関
係
上
、
全
作
品
を
引
用
で
き
な
い
が
、
こ
の
貼
は
指
摘
し
て
お
く
。
飽
黙
の
「
採
桑
」
は
男
女
の
出
曾
い
と
幸
福
な
結
婚
を
描
く
が
、
や
は
り
夫
の
腸
宅
は
見
ら
れ
な
い
。
議
子
顕
の
模
擬
作
品
が
古
僻
の
全
て
の
要
素
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
佐
藤
大
志
氏
前
掲
書
七
七
|
八
頁
参
照
。
(
幻
)
森
野
氏
前
掲
書
第
二
章
・
第
三
節
・
第
三
項
参
照
。
(
お
)
『
玉
牽
新
諒
築
注
』
二
九
四
頁
、
巻
七
。
『
義
文
類
衆
』
七
五
七
頁
、
巻
四
三
で
も
「
踏
歌
行
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
「
青
蝿
暮
嘗
返
」
が
「
青
躍
暮
以
及
」
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
男
性
が
主
人
公
の
も
と
に
来
る
こ
と
に
は
饗
わ
り
は
無
い
。
(
羽
)
「
早
期
齢
賦
に
お
け
る
狩
狼
|
古
代
的
象
徴
世
界
か
ら
の
逃
走
」
(
『
輿
膳
宏
教
授
退
官
記
念
中
園
文
撃
論
集
』
、
汲
古
書
院
、
二
0
0
0所
枚
。
)
参
照
。
(
伺
)
拙
稿
「
都
へ
の
鶴
選
l
曹
植
「
名
都
篇
」
再
考
」
(
『
一
一
一
園
士
山
研
究
』
七
、
三
O
一
二
)
参
照
。
(
但
)
「
少
年
重
遊
侠
、
長
安
有
狭
斜
。
路
窄
時
容
馬
、
枝
高
易
度
車
。
鐘
高
同
落
照
、
巷
小
共
飛
花
。
相
溝
爽
縛
穀
、
借
問
是
誰
家
(
少
年
は
遊
侠
を
重
ん
じ
、
長
安
に
狭
斜
有
り
。
路
は
窄
く
時
に
馬
を
容
る
、
枝
は
吉
岡
く
車
は
度
り
易
し
。
篇
は
高
く
落
照
を
同
じ
く
し
、
巷
は
小
さ
く
飛
花
を
共
に
す
。
相
溝
に
繍
毅
を
爽
み
て
、
借
問
す
是
れ
誰
が
家
ぞ
と
)
」
(
『
梁
府
詩
集
』
五
一
七
頁
、
袋
三
五
)
。
(
位
)
初
め
粛
綱
の
文
筆
集
園
に
属
し
、
梁
滅
亡
後
は
北
周
に
仕
え
た
王
褒
の
「
日
出
東
南
隅
行
」
後
半
部
に
も
夫
の
蹄
宅
の
要
素
が
見
ら
れ
、
そ
こ
に
は
「
兄
弟
五
日
時
来
婦
、
高
車
寛
道
生
光
輝
。
名
僧
雨
行
堂
上
起
、
鴛
驚
七
十
階
前
飛
(
兄
弟
五
日
時
に
来
鶴
し
、
高
車
寛
道
光
輝
生
ず
。
名
侶
雨
行
堂
上
に
起
ち
、
鴛
驚
七
十
階
前
に
飛
ぶ
)
」
と
い
う
古
僻
「
相
逢
行
」
の
嘗
該
部
分
に
獄
似
し
た
部
分
が
あ
る
。
こ
の
作
品
も
別
の
機
舎
に
論
じ
た
い
。
※
本
研
究
は
、
平
成
二
十
四
年
度
科
撃
研
究
費
補
助
金
(
若
手
研
究
B
・
二
二
七
二
O
一
四
一
二
)
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
